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   We analyzed 1,821 cases of bladder tumors collected from the Annual of the Pathological Au-
topsy Cases in Japan, 1978-1982, published by the Japanese Pathological Society to determine the 
frequency of metastasis and metastatic sites. Study of age distribution revealed that the highest 
incidence was found in the 70-79 age group and that the male to female ratio was 2.95 : 1. Histo-
logically, the tumors were transitional cell carcinoma in 1,393 cases (80.5%), squamous cell carci-
noma in 185 cases (10.7%), adenocarcinoma in 64 cases (3.7%) and anaplastic cell carcinoma in 
62 cases (3.6%). 
   Metastasis was found in 1,275 cases (70.0%). The frequency of metastasis according to histo-
logical type was transitional cell carcinoma in 960 (69.8%), squamous cell carcinoma in 127 cases 
(76.5%), adenocarcinoma in 51 cases (86.4%) and anaplastic cell carcinoma in 53 cases (89.8%). 
   Metastasis occurred in order of decreasing frequency in lymph nodes, lungs, liver, bones, peri-
toneum, kidneys, intestines, prostate, ureters and uterus. These findings were compatible with sev-
eral previous statistical surveys of autopsy cases of bladder tumor.
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は じ め に
膀胱腫瘍に関する統計的観察は種 々の観点からなさ















































































た,集 計するにあた り問題 となったのは剖検実施機関
によって報告の詳細度が異なっていることであり,た
とえば骨盤臓器,骨 盤腔,腹腔または局所としか記載






























通 りに列挙すると,悪性 リンパ腫,絨 毛上皮腫,印 環
細胞腫および粘液癌が各2例,多 形細胞癌,微 小癌,





















て 転 移 部 位 と頻 度 をTable3に 示 す.先 に も述 べ た
が,転 移 と記 載 され た 部 位 が 転移 に よる もの か 浸 潤 に
よる もの か は不 明 で あ り,隣 接臓 器 で あ る前 立 腺,精
嚢,子 宮 な どは転 移 とい うよ り浸潤 とす べ きで あ ろ う
が,転 移 と して 集計 した.頻 度 の高 い転 移 部 位 に つ い








転 移 部 位 が2例 に しか み られ な か った 部 位 は,卵
管,気 管,虫 垂,精 巣 上体,大 動 脈,下 大静 脈 で あ っ
た.ま た,転 移 部 位 が1例 に しか み られ なか った もの
は,顎 下 腺,乳 腺,胆 管,肛 門,扁 桃,門 脈,気 管 支,
歯 肉,陰 嚢,腸 骨 静 脈,膀 静 脈索,回 腸 導 管 開 口部 で
あ った.
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Table2.組織 型 か らみ た 転移 の頻 度.



















リンパ節 肺 肝 骨 腹膜 副腎 腎 大腸 前立腺 尿管
805684640347264223215205170126
(63.1)(53.6)(50.2)(2ア2}(20.7》(17.5){16.9,{16.1}(13.3)(9.9》
子宮 胸膜 小腸 膵 骨髄 心 脾 皮膚 横隔膜 卵巣
100969290908475535042
(7.8)(7.6)(7.2)(7.1)(7.1)(6.6)(5.9)(4.2)(3.9)(3.3)
腔 胃 腸間膜 脳 腹壁 胆嚢 筋肉 甲状腺 皮下 尿道
40362827262520191913
(3.1)(2.8)(2.2)(2.1)(2.0)(2.0)(1.0)(1.5)(1.5)(1.0)























































































































のように分類 してい るのでわれ われ もそれに従った
が,問題がないわけではない.転移部位の頻度につい
ては吟 回の集計で も前回の集計と伺様な傾向がみ ら























日本病 理 剖 検 輯 報V'.1978年か ら1982年まで の5年 間
に 登録 され た1821例の膀 胱 腫瘍 症 例 の統 計 的 観 察 を 試
み,以 下 の結 果 を 得 た.
1)年齢 は70歳台 が最 も多 く,男 女比 は2.9511であ
った.
2)組織型 は,移 行 上 皮 癌80.5%,扁 平 上 皮 癌10.7
%,腺 癌3.7%,未分 化 癌3・6%であ った.
3)組織 型 よ りみ た 転 移 の頻 度 は,未 分 化 癌ss.a%,
腺 癌86.4%,扁平 上 皮 癌76.5%,移行 上皮 癌69.8%で
あ った,
4)転移 部位 の順 位 は リソパ 節,肺,肝,骨,腹 膜,
副 腎,腎,大 腸,前 立 腺,尿 管,子 宮,胸 膜,小 腸,
膵,骨 髄,心,脾 とな り,過 去 の 日本 病 理 剖 検 輯 報 の
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